
様
子
を
日
本
語
で
教
え
る
練
習

会
で
す
。

　

沖
縄
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ

か
ら
も
浦
添
市
民
会
や
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
で
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
又
吉
パ
ト
リ
シ
ア
）

　

皆
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で

す
！
昨
年
度
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

研
修
生
の
又
吉
パ
ト
リ
シ
ア
で

す
。
早
い
も
の
で
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
に
帰
っ
て
か
ら
も
う
半
年

が
経
ち
ま
し
た
。
今
回
は
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の
浦
添
市
民
会

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　　
　

　

皆
さ
ん
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

に
浦
添
市
民
会
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
浦
添
市
民
会
は
、
浦
添
か
ら

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
移
民
し
た
人

や
そ
の
子
ど
も
達
で
構
成
さ

れ
、
沖
縄
の
文
化
や
伝
統
な
ど

を
受
け

継
い
だ

活
動
を

し
て
い

ま
す
。        

現
在
、   

約
80
人

の
メ
ン

バ
ー
が

い
ま
す

が
、
沖
縄
で
生
ま
れ
た
一
世
は

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

浦
添
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ

の
移
民
は
１
９
３
１
年
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
海
を
渡
っ
た
一

世
の
多
く
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
や
花
栽
培
の
仕
事
に
励
ん
で

い
ま
し
た
が
、
自
分
の
子
ど
も

達
に
教
育
を
受
け
さ
せ
、三
世
・

四
世
の
方
は
専
門
職
で
活
躍
す

る
人
が
多
い
で
す
。

　

沖
縄
で
の
研
修
を
終
え
て
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
に
帰
国
し
て
か

ら
、
浦
添
市
民
会
で
研
修
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
披
露
会
で

は
、
私
が
沖
縄
で
学
ん
で
き
た

琉
球
舞
踊
な
ど
を
発
表
し
、
以

前
の
帰
国
研
修
生
と
一
緒
に
三

線
も
弾
き
ま
し
た
。
沖
縄
に
つ

い
て
発
表
す
る
こ
と
で
、
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
浦
添
市
民
会
の
若
手

メ
ン
バ
ー
は
、
皆
で
話
し
合
っ

て
、
日
本
語
会
話
練
習
会
を
始

め
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
沖
縄
で
の
研
修
を
希
望

す
る
人
達
と
帰
国
研
修
生
で
、

月
に
二
回
、
日
本
語
会
話
の
練

習
を
し
ま
す
。
私
の
よ
う
な
研

修
生
が
中
心
に
な
っ
て
沖
縄
の

　

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接

骨
院
）
に
か
か
る
際
、
国
民
健

康
保
険
の
対
象
と
な
る
場
合
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

看
板
に「
各
種
保
険
取
り
扱
い
」

な
ど
と
書
い
て
あ
っ
て
も
、
ど

の
よ
う
な
場
合
で
も
保
険
が
使

え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
と
で
全
額
自
己
負
担
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
施
術
を
受
け
る
時
の
注

意
事
項

①
負
傷
の
原
因
（
い
つ
・
ど
こ

で
・
何
を
し
て
・
ど
ん
な
症
状
）

を
正
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
！

　

外
傷
性
の
負
傷
で
な
い
場
合

や
負
傷
原
因
が
労
働
災
害
に
該

当
す
る
場
合
、
ま
た
は
通
勤
途

上
に
負
っ
た
負
傷
は
国
民
健
康

保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

②
病
院
で
の
治
療
と
重
複
は
で

き
ま
せ
ん
！

　

同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
、
同

時
期
に
整
形
外
科
の
治
療
と
柔

道
整
復
師
の
施
術
を
重
複
し
て

受
け
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て

柔
道
整
復
師
の
施
術
料
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
次
の
場
合
は
認
め
ら
れ
ま

す
。

・
同
一
月
に
医
師
か
ら
骨
折
の

治
療
後
、
施
術
を
依
頼
さ
れ
る

場
合

・
医
師
が
柔
道
整
復
師
に
骨
折

な
ど
の
施
術
を
同
意
す
る
際
、

経
過
観
察
ま
た
は
一
定
期
間
後

に
再
検
査
の
指
示
を
行
な
う
場

合
。

③
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

は
、
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
！

　

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

は
、
内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
医
師
の
診
断
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

④
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
自

分
で
署
名
（
サ
イ
ン
）
し
て
く

だ
さ
い
！

　

負
傷
原
因
・
負
傷
名
・
日
数
・

金
額
を
よ
く
確
認
し
、
必
ず
自

分
で
署
名
（
サ
イ
ン
）
を
し
て

く
だ
さ
い
。
白
紙
の
用
紙
に
サ

イ
ン
を
す
る
の
は
間
違
っ
た
請

求
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

⑤
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま

し
ょ
う
！

　

領
収
書
を
必
ず
も
ら
い
、
金

額
に
問
題
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
後
日
、
国
民
健
康
保

険
課
よ
り
送
付
さ
れ
る
医
療
費

通
知
で
、
金
額
や
日
数
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
領
収

書
は
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
施
術
内
容
に
つ
い
て
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

医
療
費
適
正
化
を
図
る
た

め
、支
給
要
件
に
合
致
す
る
か
、

ま
た
、
柔
道
整
復
師
か
ら
の
請

求
内
容
に
不
正
が
な
い
か
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
被

保
険
者
に
対
し
て
施
術
内
容
に

つ
い
て
の
照
会
文
書
送
付
や
訪

問
指
導
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
照
会
文
書
が
届
い
た
り
、

保
健
師
が
訪
問
に
き
た
場
合
に

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
浦
添
市
民
会

沖
縄
の
文
化
を
伝
え
ま
し
た

日
本
語
練
習
会
を
始
め
ま
す

●保険証が使えない場合●
①疲労による肩こり、筋肉痛など。
②加齢による腰痛、五十肩など。
③医師の同意のない（不全）骨折、脱臼の治療（応急手当を除く）。
④関節リウマチなど内科的病気が原因のもの。
⑤施術目的以外の受療。
⑥過去の骨折や捻挫が数年経って自然に痛みだしたもの。
⑦椎間板ヘルニアなど、医師が治療すべきもの。
⑧医師の同意なく、同一の部位の治療で医師と柔道整復にかかっ

ている場合。
⑨症状の改善が見られないのに漫然と施術が行なわれている場合。
⑩柔道整復師に認められている以外の整体術。
⑪外傷による骨折などでも、勤務中、通勤途中に起きたものは不

適用 ( 労災保険の適用対象となるため）。

●保険証が使える場合●
・ 外傷によって生じた骨折・不全骨折（ひび）
・脱臼・打撲・捻挫・肉離れであること。
・骨折、不全骨折、脱臼の場合は、柔道整復師

の施術を受ける前に、施術を受けることへの
同意を医師から文書か口頭で得ていること。

（ただし、応急手当の場合は除く。）

骨折や脱臼の場合は柔道
整復師の施術を受けるこ
とへの医師の同意を得ま
しょう！！！

Hola!
（こんにちわ！）

在アルゼンチン
浦添市民会の皆さん

お知らせ

柔
道
整
復（
整
骨
院・接
骨
院
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

正
し
い
か
か
り
方

■
問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課　

給
付
係

（
内
線
３
７
１
３
・
３
７
１
４
）

お知らせ

月曜日～金曜日 10時 55分～“FM21”76.8MHｚでラジオ広報「浦添市役所だより」絶賛放送中！！

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
お
便
り

沖
縄
で
の
研
修
を
終
え
て
帰
国
し
た
研
修

生
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
！

（
平
成
25
年
度
南
米
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
）

■
問
い
合
わ
せ　

国
際
交
流
課
（
内
線
２
６
１
１
）

▼沖縄で学んだ三線
　と琉球舞踊

浦 添 市 国 際 交 流 協 会
　浦添市国際交流協会では、地域の国際化を推進するため、語学講座
や国際交流事業、世界の料理講座などを開催しています。
　皆さんの参加お待ちしています！
開催事業：キッズ英語講座	 8/30、9/6、9/13、9/20
　　　　　ラテンダンス講座	 8/23、8/30、9/6、9/20
　　　　　料理講座	 	 10月 18日（土）

【問い合わせ】住所：浦添市牧港 3 － 40 － 6　浦添市中央公民館「分館」
　　　　　　  ☎・ＦＡＸ：８７9 －３０１０

肩
凝
っ
た
な
・
・

疲
れ
て

腰
が
痛
い
・
・
・

マッサージ
されると気
持ちいいな
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